　令和２年度理事会で確認した内容のまとめ（変更点）②
令和３年４月１５日

＜R3県学校体育研究発表大会の開催方法決定時期＞
◆方針　児童・生徒の健康安全を第一に考え（　８月上旬　）までに判断する
　　　　　開催地区、会場となる学校、参加者が困らないように配慮する
　　　　　研究の成果を発表できる方法を考え柔軟に対応する
　　　　　
◆方法　➀予定通り実施する
➁人数を制限して実施する（参加者を開催地区に限定するなど）
➂会場を変え、映像を使用して実施する
➃大会は行わない　研究紀要での発表のみ行う
➄その他

　◆タイムスケジュール
　　　5月25日　判断時期について確認（第1回県・開催地区実行委員会）
　　　7月13日　開催方法について検討（第2回県研究部会）
その後、各体連会長・理事長、教育委員会と協議
　　　8月上旬　 開催方法・会場等を決定→関係者へ連絡
　　　9月21日　変更点を確認（第2回開催地区実行委員会）
　　　それ以降～　状況の変化に慎重に対応していく　中止も含めて


＜R5以降のつながりのある研究の運動領域について＞
[bookmark: _GoBack]Ｒ５～７　　球技ネット型
Ｒ８～１０　ダンス・表現運動（案）　中学校１･２年で必修になった
高校では選択種目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ５までに決定（事前にアナウンス）

　　　○器械運動、陸上、水泳、球技ベースボール型などはむずかしい部分もある
　　　○開催時期・屋内で可能かどうかなど考慮


